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一般質問録画映像
配信中

無料アプリ「マチイロ」を使って、「市議会だより」を
スマートフォンやタブレット端末に配信しています。

常滑市議会に関する定例会、委員会、協議会及び
議長公務等の情報を中心に発信しています。

左記QRコードから市議会HP及びフェイスブック
に簡単にアクセスできます。

新庁舎建設工事の進捗状況　8月27日撮影

免震体験車に試乗（7月12日）

新庁舎は、免震装置が付けられます。
地震の揺れを低減する構造になっています。
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委
員
会
で
は
、
18
項
目
の
議
会
改
革
案
が
出
さ
れ
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
新
庁
舎
移
転
に
合

わ
せ
、
市
民
と
の
さ
ら
な
る
情
報
共
有
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
て
い
る
。
主
な
検
討
事
項
を
掲
載
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備

　

新
庁
舎
で
は
、
新
た
に
議
員
の
執
務
室
を
設
け
る
こ

と
か
ら
、
市
役
所
で
の
執
務
等
が
増
え
る
。
今
よ
り
も

さ
ら
に
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
す
る
た
め
、
本
会

議
、
委
員
会
等
を
生
中
継
（
Y
o
u
T
u
b
e
を
利
用
）

す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

②
U
D
ト
ー
ク
（
音
声
認
識
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
文
字

表
示
シ
ス
テ
ム
）
の
整
備

　

高
齢
者
や
耳
の
不
自
由
な
方
に
対
し
て
、
言
葉
を
伝

え
る
さ
ら
な
る
手
段
と
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
災
害
時
な
ど
有
事
の

際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
議
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を

行
い
、
資
料
の
閲
覧
、
市
民

へ
の
説
明
等
を
効
率
化
す

る
。

　

本
市
で
は
、
現
在
、
老
朽
化
な
ど
に
伴
う
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。

　

今
回
視
察
し
た
阿
久
比
町
立
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
調
理
員
専
用
エ
リ
ア
を
大
き
く
３
つ
に
分
け
、

①
汚
染
作
業
区
域
、
②
非
汚
染
作
業
区
域
（
加
熱
前
）、

③
非
汚
染
作
業
区
域
（
加
熱
後
）
と
し
て
い
た
。
食
材

動
線
は
①
区
域
か
ら
③
区
域
ま
で
の
一
方
向
で
、
①

区
域
で
作
業
し
て
い
る
調
理
員
は
②
や
③
の
区
域
に

は
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

H
A
C
C
P
（
ハ

サ
ッ
プ
）
基
準
に

基
づ
き
衛
生
管
理

を
徹
底
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
二
階
に

は
見
学
ル
ー
ト
が

設
け
ら
れ
、
作
業

工
程
を
見
る
た
め

の
ガ
ラ
ス
窓
に
は

傾
斜
を
付
け
、
幅

広
い
年
齢
の
見
学

者
を
想
定
し
て
い

た
。

　

新
庁
舎
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
立
体
駐
車
場
を
結
ぶ

歩
行
者
用
連
絡
デ
ッ
キ
の
壁
面
に
、
市
民
制
作
に
よ
る

「
黄
色
い
ス
ダ
レ
煉
瓦
＝
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
・
テ
ラ

コ
ッ
タ
柱
」
を
取
り
入
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
甦
れ
‼

「
黄
色
い
煉
瓦
」
～
み
ん
な
で
つ
く
る
新
庁
舎
～
』
を

市
が
企
画
し
て
い
る
。

　

参
考
と
す
る
た
め
、
明
治
村
に
あ
る
帝
国
ホ
テ
ル
旧

本
館
（
大
正
12
年
完
成
）
を
訪
れ
、
当
時
、
実
際
に
使

用
さ
れ
、
常
滑
で
し
か
生
産
で
き
な
か
っ
た
ス
ク
ラ
ッ

チ
タ
イ
ル
と
テ
ラ
コ
ッ
タ
柱
を
視
察
し
た
。

　

実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
、
お
よ
そ
100
年
も
前
に
作
ら

れ
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
と
テ
ラ
コ
ッ
タ
は
、
よ
り
重

厚
感
を
増
し
て
い

る
よ
う
で
常
滑
焼

の
歴
史
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
空
間
で

あ
っ
た
。

　

新
庁
舎
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
と
連
絡

デ
ッ
キ
が
よ
り
よ

い
も
の
と
な
る
よ

う
に
今
後
も
協
議

し
て
い
く
。

公
共
施
設
調
査
特
別
委
員
会　
活
動
報
告

議
会
改
革
特
別
委
員
会　
活
動
報
告

明
治
村
（
犬
山
市
）
に
あ
る
帝
国
ホ
テ
ル

旧
本
館
を
視
察
し
ま
し
た
（
７
月
17
日
）

庁
舎
の
移
転
に
伴
う
I
T
・
I
C
T
の
導
入

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す

阿
久
比
町
立
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
A
G
U
M
O
G
U
（
ア
グ
モ
グ
））
を

視
察
し
ま
し
た
（
７
月
28
日
）

本号は議会の主な活動報告を掲載します

帝国ホテル旧本館内部

阿久比町立新学校給食センター内　調理室
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内
の
各

業
界
・
団
体
の
実
状
及
び
要
望
を
聞
く
た
め
、
４
日
間
に
渡
り
、
経

済
建
設
委
員
会
で
常
滑
商
工
会
議
所
、
常
滑
青
年
会
議
所
、
窯
業
、

観
光
業
、
航
空
業
、
農
業
、
漁
業
等
の
計
14
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
。

　

全
体
を
通
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
非
常
に

大
き
く
、
特
に
空
港
に
関
わ
る
業
界
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
雇
用

や
会
社
存
続
に
も
関
わ
る
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
ま
た
、
一
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
団
体

か
ら
も
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
令
和
２
年
８
月
11
日
の
第
２
回
市
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
「
国
際
線
早

期
復
便
に
向
け
て
検
疫
体
制
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」
を
経
済
建

設
委
員
会
か
ら
提
案
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

（
主
な
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　ソニーの創業者であり、常滑市の名誉市民で
ある盛田昭夫氏の記念館「盛田昭夫塾」が７月
18日に小鈴谷にオープンした。
　常滑の造り酒屋の十五代目当主として生ま
れ、ソニーを世界へと導いた昭夫氏の人生の歩
みが紹介されている。
　見どころは、若いころ付けていた日記や妻の
良子さんに宛てた直筆の手紙である。それ以外
にも、昭夫氏ゆかりの品、約250点が展示され
ており、世界中の政治家や音楽家をもてなした
盛田邸のダイニングルームも再現されている。

　中部国際空港株式会社の犬塚社長や筒井執行
役員をお招きし、中部国際空港の近況について
の説明を受けた。旅客数や国際線・国内線の便
数等が前年同月比で大きく減少し、非常に苦し
い経営状況と話をされた。
　しかし、利用者が安心して空港を利用しても
らえるよう、新型コロナウイルス感染症への対
応として「新しい空港利用の11のポイント」を
作成し、ご案内していくとのことであった。
　また、市に対し、経済支援策やシャトルバス
関係の要望があった。

経
済
建
設
委
員
会　
活
動
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い

る
市
内
業
界
・
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

（
７
月
21
日
、
29
日
、
８
月
４
日
、
６
日
）

盛田昭夫塾を視察しました
（7月20日）

中部国際空港の現状をお聞きしました
（７月28日）

9月定例会の一般質問は次号（155号）に掲載します

筒井執行委員による説明7月18日にオープンした盛田昭夫塾
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令和２年　第２回市議会臨時会審議結果　　　　（８月11日開催）
審議結果については、いずれも原案どおり承認、可決されました。

会派名 維 共 公 あ 笑進 新風 常　翔　会

議員名

議案名

山
田 

　
豪

西
本
真
樹

加
藤
代
史
子

成
田
勝
之

渡
邉
十
三
香

伊
藤 

　
直

坂
本
直
幸

井
上
恭
子

大
川
秀
徳

中
村
崇
春

都
築
周
典

伊
奈
利
信

稲
葉
民
治

相
羽
助
宣

伊
藤
史
郎

盛
田
克
己

川
原
和
敏

加
藤
久
豊

承認案第６号 令和２年度常滑市一般会計補正
予算の専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 44 号 令和２年度常滑市一般会計補正
予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 45 号 令和２年度常滑市病院事業会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

意 見 書 案
第 ３ 号

国際線早期復便に向けて検疫体
制の拡充を求める意見書の提出
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。
会派名の略　維…常滑維新の会、共…日本共産党議員団、公…公明党議員団、あ…新政あいちとこなめ、笑進…笑進会、新風…新風クラブ

　

こ
の
研
究
会
は
、
市
民
病
院
の
経
営
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
研
究
す
る
目
的
で
発
足
し
た
。
第
１
回
目
は
、
７
月
31
日

に
開
催
し
た
。

　

市
民
病
院
か
ら
令
和
２
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
経
営
状
況

の
報
告
が
あ
り
、
収
益
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
15
％
の
減
収
と
な
っ
た
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
外
来
の
受

診
控
え
、
医
師
か
ら
も
３
か
月
後
の
受
診
な
ど
を
勧
め
て
い
た

こ
と
や
令
和
２
年
３
月
か
ら
の
夜
間
救
急
外
来
が
制
限
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
７
月
は
、
回
復
傾
向
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

国
や
県
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
機
関
や
医
療
従
事
者
に
対
す

る
支
援
が
あ
り
、
対
象
と
な
る
補
助
金
を
申
請
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
減
収
分
の
一
部
を
補
う
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

経
営
改
善
策
と
し
て
は
、
医
師
の
確
保
の
た
め
、
大
学
医
局

と
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
の
病
床
稼
働
率

は
、
一
般
病
棟
で
、
50
％
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
は
、
患
者
が
長
期
に
入
院
可
能
で
、
病
床
を

効
率
よ
く
運
営
で
き
る
た
め
、
100
％
に

近
い
。
今
後
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
経
営
の
安
定

化
を
図
り
た
い
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
令
和
２
年
度
よ
り
２
億
円
減
少

し
、
６
億
円
と
な
り
、
県
内
17
公
立
病

院
中
、
最
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る

と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
規
模

で
拡
大
を
続
け
る
中
、
感
染
症
拡
大
防
止
と
経

済
活
動
の
再
開
・
拡
充
の
両
立
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

　

海
外
と
の
往
来
規
制
が
段
階
的
に
緩
和
さ
れ

る
中
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
徹
底
し
た
水

際
対
策
と
し
て
、
検
査
体
制
の
拡
充
が
急
務
で

あ
る
。

　

国
は
、
当
面
、
成
田
国
際
空
港
・
羽
田
空
港
・

関
西
国
際
空
港
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
検
疫
検
査
体
制
を
拡
充
す
る
と
の
報
道
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
産
業
を
中
心
に
我
が
国
の
経
済

成
長
を
牽
引
す
る
中
部
地
域
の
空
の
玄
関
口
で

あ
る
中
部
国
際
空
港
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体

制
の
拡
充
は
、
中
部
国
際
空
港
が
位
置
す
る
本

市
及
び
周
辺
地
域
の
経
済
を
回
復
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
と
同
時
に
地
域
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。（
抜
粋
）

　

そ
こ
で
、
本
議
会
は

政
府
に
対
し
て
本
意
見

書
を
提
出
し
た
。

国
際
線
早
期
復
便
に
向
け
て
検
疫
体

制
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書（
案
）を

全
会
一
致
で
可
決

常
滑
市
病
院
事
業
経
営
研
究
会　
活
動
報
告


